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すべての人間は 

2 種類に分けられる。 

耳あかが乾いた人間と 

湿った人間だ。 

 

 

乾いた耳あかと湿った耳あか、どちらの型にな

るかは遺伝子で決まっています。遺伝子で決まる

と言うことは親から子へ遺伝し、家系や人種によ

って異なると言うことです。カサカサ型とネバネ

バ型の分布を地球スケールで見ると日本やアジア

はカサカサ型、欧米はネバネバ型と言えます。日

本では全人口の88パーセントがカサカサ型ですが、

日本の中でも地域性があって、カサカサ型遺伝子

を持っている比率が最も高いのが京都府で98パー

セント、最も低いのは岩手県の72パーセントです。

ちなみに山口県はカサカサ型が87パーセントです。 

 

 海外では中国内陸部と韓国はほぼ 100 パーセン

トがカサカサ型。タイは 74パーセント、インドネ

シアでは51パーセントと南へ行くにつれてカサカ

サ型の比率が下がっていきます。東へ方向を変え

て太平洋を渡ると北米は50パーセントと日本より

も低下し、南米ではカサカサ型は数パーセントし

かいません。一方、ユーラシアを西に進むとカサ

カサ型はカザフスタンで 38パーセント、ロシアで

25パーセント、フランスでは 21パーセントでアフ

リカに到達すると南米同様に数パーセントに低下

します。つまり、中国内陸部および韓国を頂点に

してそこから遠ざかるほどカサカサ型の比率が低

下することが分かります。ちなみに、このように

耳垢の状態に人種差があるために耳を掃除する道

具も日本では「耳かき派」が主流で、海外では「綿

棒派」が主流になっています。 

 

 耳あかに関する研究によると、もともと人間の

耳あかはネバネバ型でした。ところが、数万年前

に中国北部やモンゴルの周辺で遺伝子の突然変異

に伴いカサカサ型の耳あかが生まれ、カサカサ型

の人の移住に伴って周辺地域に広がったと考えら

れています。人類の祖先が東アフリカから世界へ

広がり、その中の中国北部に移動し黄色人となっ

た祖先の中でカサカサ型の耳あかが生まれました。

カサカサ型の耳あかが有利だった理由は分かって

いませんが、可能性としては寒冷気候への適応や

感染症への対応などが考えられます。いずれにし

てもこの地で誕生したカサカサ型耳あかの遺伝子

がアジアに広がったと言うことは、なんらかの生
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存に有利な点があった可能性があります。 

 

 日本への伝来については、耳あか研究者の北海

道医療大学学長の新川博士は弥生時代以来、日本

に移り住んできた渡来人がカサカサ型の遺伝子を

運び込んだと考察しています。もともと日本の先

住民だった縄文人 1

 耳あかの遺伝子については、今年の 1 月に日本

経済新聞でも紹介されたことがあるのですが、こ

の時の記事によると、お酒に強い・弱いも耳あか

と似たような説明がなされているそうです。この

日経の記事によると、もともと人間は酒に強かっ

たけれど、中国南部で酒に弱い遺伝子が突然変異

で生まれ、周辺に広がったということです。その

は、ネバネバ型ばかりだったと

考えられていて、そこへ、渡来人がいろいろな技

術や知識と共に日本に持ち込んだのがカサカサ遺

伝子だったようです。つまり、カサカサ型は縄文

人由来、ネバネバ型は弥生人由来と言うことにな

ります。その後、縄文人と混血を繰り返すことに

よって、現在のようにネバネバ型とカサカサ型が

混在した人種になったようです。 

 

                                                 
1 縄文時代の日本列島人．縄文時代は，今から１

万 2000～2300 年前頃，約１万年間続き各種の縄

目の紋様が入った縄文式土器を文化的な表徴とす

る．この時代の人口規模はせいぜい 30 万人程度で

あったと推定されているが，人類史の中でも最も

高い水準の狩猟採集文化を形成していたとみられ

る．縄文時代の後半になると各地の沿岸部には多

数の貝塚が形成され，そこに死者を埋葬する風習

があった．そこでは，しばしば保存状況の良好な

古人骨資料が発掘されるため，縄文人に関する形

質人類学の研究が盛んである．一般に縄文人は，

低身長で低顔(いわゆる丸顔)，上顔部の彫りは深く，

下顎骨が頑丈であるなど，旧石器時代人（→港川

人）の特徴をよく残している．現生本州日本人に

よりもアイヌのほうに類似する特徴が多く，アイ

ヌが縄文人の直接の子孫であるとする仮説が有力

である． 
[株式会社岩波書店 岩波生物学辞典第４版] 

後、お酒の飲めない遺伝子は渡来人とともに日本

に伝わり、酒が強い土着の縄文人との混血で混ざ

り合ったと考えられるそうで、近畿、中部、瀬戸

内、九州北部など渡来人が移り住んだルートに特

に下戸が多いそうです。で、この経緯から想像で

きるとおり、カサカサ型耳あかの分布とお酒の飲

めない人の分布はよく一致していて、カサカサ耳

あかの比率が高いのは近畿、四国北部、九州東部

など。ネバネバ型と大酒飲みが多いのは東北、四

国南部、九州西部などとなっています。ただ、個

人個人の遺伝子レベルで調べてみると、耳あかの

型とお酒に強いか弱いかは関係が見いだせないそ

うで、カサカサ型だからといって、その人が必ず

しもお酒が飲めないとは限らずその逆もしかりだ

そうです。 

 

 さて、以上のことを遺伝子レベルで見てみるこ

とにします。 

 

人間の遺伝子の数はおよそ 3万 2000個で、その

遺伝情報は、アデニン（A）、グアニン（G）、シト

シン（C）、チミン（T）という 4種類の塩基と呼ば

れる分子の内のどれか 2 つが結びついた塩基対の

行列として記憶されています。耳あかのタイプを

決める遺伝子はすでに発見されていて「ABCC11」

と言う遺伝子です。この遺伝子の中で特定の場所

の塩基の並び方が「G と G」または「G と A」だと

ネバネバ型の耳あかになり、「A と A」だとカサカ

サ型になることがわかっています。つまり、ABCC11

遺伝子のわずか 1 箇所の違いで耳あかのタイプが

決まっているということです。 

 

不思議なことに ABCC11遺伝子は、耳あかのタイ

プを決めているだけでは無く、細胞の中に入って

きた薬物を細胞の外に出す機能にも関わっていて、

ネバネバ型の方が細胞内に侵入した薬物を排出す
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る能力が勝っていることがわかっています。その

結果、カサカサ型の人とネバネバ型の人とで病気

を治すために飲んだ薬の効き方も違うことになり

ます。ネバネバ型の人は細胞の中から積極的に薬

を外に出してしまうので薬が効きにくい可能性が

ありますし、カサカサ型の人は逆に細胞の中に薬

が蓄積してよく薬が効くのを通り越して副作用が

出てしまうかもしれません。 

  

 お酒に強いか弱いかや、薬物を排出しやすいか

どうかは生命の存続にも関わりそうですが、耳あ

かがカサカサかネバネバかで生存に何か大きな影

響があったとは直感的には考えづらい現象です。

ですが、太古の時代のことはよくわかりませんの

で、なにか、現代人には想像できないメリットが

あって耳あかの型が 2 通りに別れたのかもしれま

せん。 

 

 

 

 

ちょきりこきりヴォイニッチ 

今日使える科学の小ネタ 

 

 

▼太陽系の果ては磁気バブルで覆われている？ 

打ち上げから34年が経過して太陽系の果てを飛

行中の探査機「ボイジャー」の送ってくるデータ

と、それを元にしたコンピューター解析の結果か

ら、太陽系の果ての構造はこれまで考えられてい

たモデルよりももっと複雑で、多数の磁気の「泡」

のようなものが取り巻いているらしいことがわか

りました。 

（下図左：これまでの想像図 右今回の発見を考

慮した想像図） 

ボイジャーは今でも太陽風の速度などを計測し、

その結果を地球に送信してきています。今回の磁

気の泡の発見はそれらのデータを解析した結果、

導き出されたものです。この泡は 1 個の直径が地

球～太陽の距離と同じくらいで、ボイジャー1号は

2007年ごろ、2号は 2008年ごろに泡の領域に突入

し、計算ではおよそ 100 日程度でこの泡 1 つの泡
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を通過しているはずです。 

太陽は南北でとても巨大な磁石となっていて、

この磁力が太陽系を覆っています。また太陽は自

転しているため、磁力線は南北でそれぞれねじれ

て遠くまで広がっています。このような、ねじれ

て折り重なった磁場によって泡ができているので

はないかと考えられています。 

太陽系の泡は外宇宙と接していますが、太陽系

内部と外部の環境の違いにどのように関わってい

るのかはまだ分かっていません。ボイジャーはこ

の泡について詳細なデータを送ってきていますの

で、それを解析することによってより詳細な構造

や機能について答えが得られる可能性があります。 

 

 

▼世界初、電子型ニュートリノの出現現象の兆候

を捉えた！ 

 

茨城県東海村にあるJ-PARCというニュートリノ発

生装置から、岐阜県神岡鉱山跡にあるスーパーカ

ミオカンデに向けてニュートリノを射出し、ニュ

ートリノを直接検出する T2K 実験といわれる実験

で、世界で初めてミュー型ニュートリノが電子型

ニュートリノへと変化する現象の兆候が捉えられ

ました。このニュートリノが変化する現象が確認

できれば、宇宙に反物質がほとんど残っていない

という謎を解くための大きな手がかりとなるそう

です。 

 

ニュートリノは物質を構成する最小単位である素

粒子の 1 つで、電子型、ミュー型、タウ型が存在

していることが知られています。ニュートリノの

質量は電子の 100万分の 1以下しかないのですが、

もし、3 種類それぞれでわずかに質量が異なると、

ニュートリノ振動と呼ばれる現象によって別のタ

イプのニュートリノへと変動することが理論的に

予測されていました。 

これまで大気ニュートリノや太陽ニュートリノ、

原子炉からのニュートリノを調べることで、ミュ

ー型とタウ型、電子型からミュー型やタウ型へと

変化するニュートリノ振動は確認されていました

が、ミュー型から電子型へと変化するニュートリ

ノ振動は発見されていませんでした。 

 茨城県東海村にあるニュートリノ発生装置

J-PARC から、5 万トンの超純水でニュートリノが

物質と相互作用をしたときに発生する非常に弱い

光を検出する装置を持つスーパーカミオカンデに

向けてニュートリノを放出し、スーパーカミオカ

ンデで検出したニュートリノの中からJ-PARCの方

角から来たものがどの程度あるか、その中に電子

型ニュートリノがあるかかどうかを調べたところ、

全部で 88個のニュートリノの反応を検出し、その

うち電子型ニュートリノらしき、電子の生成が起

きた事象を 6 つ確認しました。ミュー型ニュート

リノから電子型ニュートリノへの変化は物質と反

物質の対称性の破れの解明に欠かせないもので、

今回の発見はこの宇宙になぜ反物質がほとんどな

くなってしまったのかという謎を解明する上で大
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きな一歩であることを意味しているといいます。 

 

注：「対称性の破れ」 物質と反物質の入れ替えや

空間を鏡のように反転させても全く同じように振

舞うことを CP対称性と言うが、それが成り立って

いないこと。今の宇宙には反物質はほとんど存在

しないため、どこかでこの対象性が破れているの

ではないかといわれている。 

 

 

 

▼ 謎多きシーラカンス、寿命は百年以上？ 

 

シーラカンスは 100 年以上生きられるかもしれな

いとても長生きな魚らしいことが分かりました。

シーラカンスはかつては6500万年前に絶滅したも

のと考えられていましたが、1938 年にアフリカ沖

で生きたシーラカンスが発見され、現在ではイン

ド洋西部と太平洋西部の海域で、まとまった数の

シーラカンスが生息していることが分かっていま

す。 

 多くのシーラカンスが分かっている限り 2 つの

集団となって生息していることは分かりしたが、

その生体についてはほとんど分かっていませんで

した。21 年をかけて、セーシェルとマダガスカル

に挟まれた島国コモロの近海で発見されたシーラ

カンスの個体群をロボット潜水艇で観測した結果、

体の白い斑点を目印に個体数を数えることに成功

し、140匹以上のシーラカンスが群れをなしている

ことが確認されました。  

 ところが、群れの中に幼魚は一匹も発見されず、

シーラカンスがどのように

して生まれるかは謎のまま

でした。妊娠したメスに追跡

装置を取り付けたところ、母

親は出産の時になると非常

に深くまで潜るらしいこと

がわかりました。シーラカン

スの死について観察したと

ころ、シーラカンスはほとん

ど死なないことが分かりま

した。群れの数とその死亡率

から推定するとシーラカン

スの寿命は約 103年と試算し

されました。ただし、シーラ

カンスは年数を経ても見た

目がほとんど変わらないため若いシーラカンスと

年取ったシーラカンスを識別することができず、 

しかも、魚の年齢測定に通常使われる、ウロコの

年輪を測定するなどの方法は、シーラカンスのウ

ロコはほかの魚と違って年月による変化が無いの

で使えません。 

 


